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＜連絡事項＞

· 強化マットレスの準備が出来ました。使用対象がいる場合に使用して下さい。

· 本日の創立記念式典にはネームプレートを持参して下さい。カードキーは持っていかないように注意して下さい。

· 青仁会医療福祉学会の抄録と砂丘への足跡がきています。各自持って行って下さい。

＜患者様連絡事項＞

～川端Dr（診察）～

· 小笠原久年様～本日、深夜帯にて色情行為あり。主治医診察し、厳重注意とし終日隔　

離開始（東A・8号室）の指示あり、9時15分より開始となる。抗精神病薬増薬にて7日分処方。今後は、本日の件についての振り返りを一緒に行い、本人にやって良いことと悪いことの意味を話し合っていくようにしましょう。また、今後どのような生活をしていけば良いのかも合わせて本人と関わりましょう。今回の件については、きびしく本人に振り返ってもらうこととします。

· 吉田光良様～終日隔離は継続。試験退室は実施中。主治医より、今週の木曜日頃まで

は様子を見る。良い状態が続くようなら、時間隔離も考えていくとのこと。今週の木曜日頃、再度、診察予定。入れ歯完成しており、粥・キザミから常食・キザミへ変更。

· 七戸キミ様～本人より、夜間眠れないとのことで眠剤の希望あり。先週、処方の臨時

薬（以後、定期）が止めとなり、新たに臨時薬（眠剤追加）7日分処方となっています。睡眠状態を観察していきましょう。

· 佐々木康子様～先週に引き続き、本人は今後について、母親との二人暮しを望んでい

る。しかし、現状として家族（姉妹）は非協力的で、外出した際も母親には会わせてもらえず（姉妹が会わせたくない様子）、母親も面会にも来ない状態続いている。主治医より、今後については、まず、家族（姉妹）と面談をして、なぜ母親に会わせないのか理由を聞いてみるとのこと。理由を聞いたうえでの今後の方針としては・・・。

1.長期入院し、年に何回かの外出・泊をしてもらう。家族に受け入れてもらう。

2.地域での生活、青山荘入所やグループホーム入所や清明舎の利用を考えて行く。

上記の件を11/6(木)までに、考えておくように促されている。11/6(木)は家族教室の予定。その際、本人の家族（姉妹）が家族教室に来る予定。家族教室終了後、面談予定となっている。本人、右眼瞼の発赤と痛みの訴えあり。ニフラン点眼液処方。1日3回（朝・昼・夕）点眼してください。

～田名部Dr～

· 中野渡不二男様～本人、口が開きにくい、右顎関節の痛みを訴えている。咀嚼も不十

分な状態で飲み込んでいるとのこと。常食・減塩6gから粥・キザミ・減塩6gへ変更。

· 坪邦俊様～排便困難あり、便確認取れない状態続いている。指示にてグリセリン浣腸

120ml施行。反応便確認する。

· 佐々木忠晴様～本日より本格的にアルコール依存症治療プログラム（第Ⅰ期）開始と

なります。

· 八木橋牧夫様～点滴は本日まであり、本日分施行し明日以降は止め。

11/4、14時～16時外出。保護者付き添いにて、銀行へお金を下ろしに行くため。保護者いわく、お金を下ろすのが本人でなければいけないため。

11/6、8時30分～12時外出。五戸総合病院にてMRI施行のため。家族より、以前より予定していた検査とのこと。当日は家族が付き添えないため、スタッフ付き添いを希望しています。付き添い料・交通費などの負担については説明済み。家族も納得しています。また、五戸総合病院まで行って検査をしなくてはいけないのか？少しでも近い病院、八戸赤十字病院などではできないのか？とのことでしたが、主治医より五戸総合病院で行ったほうが良いとの指示ありました。当日、付くスタッフはよろしくお願いします。

～安ヶ平Dr～

· 津嶋イチ子様～11/5、12時～16時外出。親戚の葬儀参列のため。昼食は不要とのこと。　

当日までの本人の状態を見て、最終的な外出に行くか行かないかは判断しましょう。現在の状態で主治医より許可出ています。

· 中野英男様～再び、膨隆疹確認。特に両下肢（両膝）・両上肢（両肘）・両手背が強

い。掻破のあとも確認。ケベラＳ1A静注の指示あり施行。引き続き、皮膚状態の観察していきましょう。

· 清水徹様～腰痛続いているとのこと。スパゲルン軟膏1本処方。

· 川村和則様～かぜ症状の訴えあり。PL、3日分処方。













